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1) 胃筋腫の 1例
遠藤光夫
胃良性腫蕩は従来稀なものとされ剖検例の 0.9%，
手術胃腫湯の 2%とし、われている。良性腫蕩の中で
筋腫は約 40%といわれ，本邦では桜井氏により 187
例中筋腫は 33例といわれている。発生部位的にみ
て，非常に稀な内発生噴門部筋腫を経験したので報 
告する。症例は 53才の男で臨床症状は，上腹部痛
及び黒色使を呈したもので，レントゲンで噴門部に
円形辺縁平滑な充実性陰影欠損を認め，一応噴門癌
の疑し、で噴門切除を行った。術後経過良好で第 26
病日に全治退院した。別出標本は，胃前壁大撃寄り
に噴門輸に接して 4.5x 5.5 cmの球状境界明かの腫
留があり，中央部に 2.0x1.5xO.7cmの潰蕩がみら
れた。組織所見では，紡錘形の細胞よりなる線維性
の腫場で，太陽像がみられ，ワシギーソン，マロリ
ー染色とも合せて筋腫と判明した。
猶合せて，胃良性腫場及び胃筋腫の統計的観察を
試みた。 
2) 海宝病院に於ける患者統計
小高通夫(海宝病院〉
群馬県館林市に開業してし、る海宝病院の患者統計
を社会的経済的要素を主に分析した。大病院のある 
都市より離れて，人口 6万とし、う都市，しかも医師
数の少ない立地条件に恵まれて居り，患者の 84%
は市内の者であり，外来患者，病床利用率共年々増
加して，発展しつ Lある事を示している。
又農村都市であるにも拘らず，農繁期に患者数は
左右されず，表面的には経済力にも左右されてない。
疾患別に見ると胃，十二指腸疾患々者が増加しで
し、るが，内科的治療を行う者が大部分である。科別
に見ると専問の外科は 32.7%で地方開業医の例に 
もれず万屋式であるが，併し消化器外科を胃切除
147例を含む 853例を最近5カ年間に施行し，好治
癒率を上げているので，消化器系疾患々者及び手術
於附属病院屋階大講堂 
例数共年々増加の一途をたどっている。
3) 野上病院に於ける患者統計
辻 輝蔵(野上病院〉
木年2月開院以来，現在迄 10カ月間の新患総数
は 1859例で，消化器系疾患は 1356例 73%を占め
ている。同系疾患では食道，胃十二指腸疾患が 974
例 72%，腸疾患 17%，肝胆道疾患8%，牒疾患3%
である。食道，胃十二指腸疾患では慢性胃炎 35%，
胃十二指腸潰痕 23%，胃下垂症 19%，胃癌 5%，食
道噴門癌 1%，その他の胃十二指腸疾患、 17%の順で
ある。
手術症例は 214例。胃切除術が全手術の 48%を
占め， 102例。虫垂切除 26%，胆嚢別出 13%，その
他 13%。
しかし，手術適応と考えられる胃癌，胃卜二守旨腸
演場患者の 39%しか手術を受けていなし、。 この点
啓蒙の必要がある。
60才以上の老年者の手術症例は 25例，で最高老
年者は 77才。手術による死亡例はなく唱全員，全治
退院してし、る。 
4) 乳児後腹膜崎形腫の 1治験例
小林誠一郎
最近腹部膨満，不気嫌，呼吸困難を主訴として来院
せる 2カ月女児の後腹膜崎形種の別出治験例を得た
ので報告する。腫癌は小児頭大 1100g謄頭部附近後
腹膜より発するもので充実部嚢腫状却とよりなり骨
様物を見る。組織学的には三陸葉よりなる各組織を
見，寸部に筋腫様増殖像あり Teratoblastomaで
あった。木症の約半数は 3才未満の乳幼児に発生
し，叉発見の遅れる事などから，その手術死亡率は
60%，更に 3才未満の者に対する手術死亡率は本邦
に於いては 70%に昇る。 l才未満乳児に対する治験 
例はや1田の 6カ月乳児，大森等の 8カ月乳児の 2例1
を見るのみである。 2カ月以内乳児に対する，手術
